










性も考慮して、外部有識者をメンターとするメンター制度を平成 27 年度に試行的に導入した。着任 3 年
以内の女性教員 3 名に対し、本人からの要望により選ばれた外部有識者をメンターとして委嘱した。メ
ンタリングは女性教員（メンティ）がメンターを訪問する形で行い、メンティには必要な旅費、メン
ターには原則として指導・助言に対する謝金を支給した。メンタリング件数は 2 名が 2 回ずつであっ
た。他 1 名は、メンター委嘱を行ったが謝金は辞退、メンタリングのみが目的のメンティの訪問がな









fidence」に本学女性教員 1 名が参加する旅費を支給した（他 1 名は大学自主経費により支給）。
2―6―2	英語発表支援
　本学の男女共同参画推進に関して女性教員の生の声を大学トップに届ける貴重な機会として、「学長と
女性研究者の懇談会」を平成 26 年 11 月 19 日と平成 27 年 6 月 18 日に開催した。開催時間は、多くの女
性研究者が参加できるように昼休み時間帯を選んで企画した。第 1 回（平成 26 年度開催）では本学から
他大学に転出して間もない教員 1 名にも参加していただいたことで、より率直な意見交換ができた。ま
た、第 2 回（平成 27 年度開催）では女性教員の人数増加に伴い参加人数が増えたほか、教員以外の研究
者（学術研究員等）の参加もあり、より多様な意見を新学長に届けることができた。第 2 回については











































M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
メンタリングに係る謝金・旅費について（メンター用）
1 ．謝金について
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